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「青年の家」の活用について

山陽小野田市教育委員会 社会教育課



山陽小野田市
・山口県南西部に位置し、下関市、宇部市、

美祢市と接している

・人口63,252人（H30.7月末現在）

・総面積 132.99㎢

・明治14年（1881年）に、日本初の民間セメン

ト会社が創立されるなど、窯業・化学工業を

中心とする工業の街として発展

・交通は、山陽自動車道（小野田ＩＣ，埴生ＩＣ）、

国道２号が東西、国道316号が南北に走って

いる

鉄道は、ＪＲ山陽新幹線（厚狭駅）、山陽本

線、美祢線、小野田線があるなど

県南西部の交通の要衝



「青年の家」 周辺の状況

・市西部に位置し、下関市との市境に近い。

・国道190号が眼前を通り、また約１ｋｍ先には国道２号線が

通っているなど、交通の利便性が高い。

・糸根公園（5.6ha）と一体となっている。

・背後に年間来館者数が３０万人を誇る観光農園があるほ

か、約１ｋｍ離れた場所に、温泉施設を併設するドライブイン

があるなど、周辺施設の集客力は非常に高い。

・一方で、約１ｋｍ圏内に、小学校、中学校、幼稚園、二つの

保育園があるなど子育て環境に恵まれたエリアとしての側面

も兼ね備えている。

・地区人口は4,094人（H30.7月末現在）



「青年の家」周辺 航空写真



「青年の家」・「糸根公園」 航空写真



「青年の家」・「糸根公園」 地図



「青年の家」 施設概要
施設名 開設年月 構造・面積 施設概要 方針

青年の家
（研修棟）

昭和51年10月 鉄筋造・２階
1,047㎡

心身ともに健全な青少年の育成と社会教育団体の
育成を目的に開設。宿泊研修施設として、県内外か
ら幅広い利用者があったが、平成１８年４月から施設
の老朽化を理由に休館している。

解体

体育館 昭和52年 4月 鉄骨造・２階
1,239㎡
(アリーナ720㎡)

ミニバスケ２面、バスケ１面、バレー２面、バドミントン、
３面。屋根、外壁等広範囲に老朽化しているが、耐震
化は未実施。

未定

運動広場 昭和51年 6月 16,000㎡ 野球場２面、ソフトボール、サッカー等（夜間照明有） 未定

テニスコート 昭和52年 7月 3,000㎡ ３面 未定

天文館 昭和41年 4月 鉄筋造・１階
549㎡

建物の老朽化は激しい。 小学生向けの「星の教室」
という年９回の講座を実施、プラネタリウムでの星の
投影の他に、望遠鏡による星の観察等を行っている。
投影機ミノルタMS-10は、国産で稼動しているものの
中では、最古と言われている。

解体

プール 昭和40年 8月 2,443㎡ 平成１５年から休止 解体



「青年の家」 施設写真

研修棟 体育館天文館

運動広場 テニスコート 糸根の松原（市文化財）



「青年の家」 利用状況 （平成２９年度）

運動広場 体育館 テニスコート 研修棟 天文館 計

市内利用者数 9,768 4,974 50 692 504 15,988

市外利用者数 868 1,057 5 35 81 2,046

利用者数計 10,636 6,031 55 727 585 18,034

市外割合（％） 8.2 17.5 9.1 4.8 13.8 11.3 



「青年の家」 周辺施設

•野菜苗・花壇苗・ポットローズ・イチゴの生産と販売に取組む西日
本最大級の総合園芸農場。いちご狩り・ブルーベリー狩りなどを体
験することができる。

•花の苗やいちごのパック売り・お土産コーナー、コーヒーやソフトク
リームなどを販売するカフェも併設されている。

観光農園

• ２つの源泉を引く温泉施設。休憩仮眠室もあり、入浴後の仮眠や
休憩ｽペースとしても利用できる。

• 24時間営業のドライブインや新鮮な魚介類が味わうことができる割
烹などもあり、お年寄りから子どもまで一緒に楽しむことができる。

ドライブイン

•全国５か所の公営オートレース場のひとつ。場内には、飲食のでき
るセンターホールや大型画面を設置した施設・プライベートルーム
もある。

山陽オート



「青年の家」の有効活用

これまでに３度の庁内協議を行ったが、

• 既存の体育館や運動広場を活用しながら、スポーツ施設を充実させる、といった意見は出た

が、方向性を出すことができていない。

民間事業者の方々の目線で、青年の家の施設及び用地を
どう活用するのかについてアイデアをいただきたい。

• 観光農園や、温泉施設を併設するドライブイン等、集客力のある施設との効果的な連携方法

• 運動広場、体育館、テニスコートの効果的な活用または青年の家用地の有効活用方法

• 隣接する糸根公園と合わせた広いエリアでの活用方法 など


